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新潟市関屋海岸保安林の烏相

［立地条件と環境］
新潟市関屋海岸保安林（北緯37 度 55 分、

東経 139 度l 分、 標高！Om）は新潟市の中

心部の西端すなわち西 海岸公園の一隅にあ

り、 佐渡を望む砂丘にクロマツを主体に帯状

に植栽された防風、 防砂および保健保安林と

して市民の生活に重要な役割を果たしてきて

いる。 また、 この林は鳥類にとっては繁殖や

生活の場として利用され、 とりわけ春秋の渡

りの季節にはメジロ、 ヒヨドリなど多くの小

鳥類が通過、 滞在していくことが知られてい

る。

この林より約 150 m隔てて日本 海の 海岸

線が並行して走り、 内陸側には住宅地や商業

地を控え更に信濃川や商、 工業地を経て低湿

地（鳥屋野潟） や水田など広大な越後平野

に続いている。 一番近い山地は南西約 30km

の角田山（標高 48l m）である。 このような

環境条件のため旧新潟市一帯を 通過する鳥類

の多くはいきおい海岸部に残された狭い緑地

帯（海岸林）に集まり通過していく傾向が見

られる。 新潟市は 冬季大陸からの北西の季節

風の影響を強く受けるが、 対馬暖流のため比

較的温暖で積雪量は内陸部に比べてごく少な

関屋海岸保安林の概観
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新潟市 伊藤泰夫
い。 夏は高温多湿であるが春秋は温暖で月平

均降水日数は春季 11日秋季 14 日である。

海岸 林は幅約 100 -200 m、 長さ約 4 km

の細い帯状でクロマツ（樹齢30 50年、 樹

高 15 -2 0 m）が優占し、 ニセアカシアなど

が混生する。 また公園の西端（関屋分水側）

には海浜植物園が造成され、 海浜固有の植物

や木道のある草原はヒバリなどの繁殖地とな

っている。 林内は鳥の種子散布等によるとみ

られるヤマザクラ、 シロダモ、 エノキ、 シュ

ロやヒョウタンボク、 グミ、 コマユミ、 キイ

チゴ＼ ヤツデ、 アオキ、 カクレミノなど小鳥

の好む実をつける低木やヨウシュヤマゴボウ

のような丈高草本も多く、 特に近年は密生し

て薮状になり、 里山のような景観を呈してき

た。 これらは各種鳥類の隠れ場や餌場として

利用されているものと思われる。

この林にはフェンスで固まれた野鳥のサン

クチュアリが新潟市によって2 箇所設けられ

ており、 この他 13 箇所にわたって小鳥のた

めの水場も作られ、 “にいがた野鳥の会”（地

元野鳥愛好家の団体） が管理清掃に当たっ

ている。 サンクチュアリへの一般の立ち入り

は、 現在新潟市主催の市民探鳥会の時等に限

られている。 林内では 198 7年よ

り環境省委託事業として山階鳥類

研究所の指導を受けた地元ノてンダ

ー（日本鳥類標識協会所属の有資

格者）と協力者が鳥類標識調査を

続けている。

にいがた野鳥の会は 1969 年創

設 以来当地を主なフィールドのー

っとして多くの会員が野鳥の観察

を続けてきた。 この間蓄積された

記録と標識調査の記録とを合わせ

更に新潟市により25 年 以上続け

られてきた市民探鳥会（案内役は



にいがた野鳥の会）のデータから新潟市関屋

海岸保安林の鳥相についてまとめてみた。

［鳥相の概要］

1969 年以来記録された鳥類は別表のとお

りで、 17 目 43 科155種にわたる。

種類数の最も多いのはスズメ目（ 89 種）

で、 以下多い順にチドリ目(17）タカ目（ 8) 

カモ目（ 7 ） コウノトリ目（ 7 ）フクロウ目

( 6 ）カッ コウ目（ 4 ）キツツキ目（ 4 ）ペ

リカン目、 ノふト目、 ブッ ポ ウソウ目、 アマツ

バメ目 各（2 ）アピ目、 カイ ツプリ目、 キ

ジ目、 ツル目、 ヨタカ目 各（1 ）となって

いる。 科別にみるとツ グミ科16種、 ウ グイ

ス科13種、 アトリ科10種、 ヒタキ科7種、

ホオジロ科7種、 カモメ科7種（ 以下略）と

なり樹鳥類が多い。 本来海洋または海岸に見

られる種で 林内に生息しないものは次の25

種である。 つまり 130種は林内に生息する

ものと思われる。

オオハム ，ハジロカイ ツプリ，カワウ，ウミ

ウ，マガン， ヒシクイ ，オオハクチョウ， コ

ハクチョウ，マガモ，シノリガモ， コチドリ

，シロチドリ，ハマシギ，ミユピシギ，キア

シシギ，イ ソシギ，アカ エリヒレアシシギ，

ユリカモメ，セ グロカモメ，オオセ グロカモ

メ，カモメ，ウミネ コ，アジサシ， コアジサ

シ，ウミスズメ

［標識調査で得られた珍希種］

標識調査で記録されたものは9

目26 科88種であるが、 このうち

野外観察によらず標識調査のみで

確認されたものは次の 14種であ

る。 これらは通常の観察では発見

困難な潜行性や夜行性の種また識

別困難な種などであり、 貴重な記

録となった。

ミゾゴイ ，クイ ナ，チュウジシギ，

コノハズク，アリスイ ，シマゴマ，

カラアカハラ，キマユム シクイ ，

カラフトムシクイ ，カラフトム ジ
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セッカ，オジロビタキ，チョウセンメジロ，

シロハラホオジロ，オオマシ コ

［渡り鳥について］

次に季節移動性によって分類してみると、

以下のようになった。

1. 留鳥（ R) 3 8種 24.5% 

2.夏鳥（ S) 42種 27.1 % 

3.冬鳥（ W) 30種 19. 4% 

4. 漂鳥（ S W) 1 8種 11.6% 

5. 旅鳥（ LW) 1 8種 11.6% 

6. 留鳥または漂鳥 8種 5.2% 

7.冬鳥または漂鳥 I種 0.6% 

つまり、 移動性の種が占める比率がかなり

高い（ 留鳥を除いて 74. 8%）といえる。

この中では夏鳥の割合が高い。 一方繁殖につ

いては32種（20.6%）が確認または其の可

能性が考えられ、 全体として少ないと思われ

る。 この内訳は留鳥20種、 夏鳥 8種、 j票鳥

4種である。

なお、 シロチドリと コアジサシについては

繁殖に適した砂浜がほとんど消失したことに

より、 また、 チゴモズやアカモズは生息環

境などの変化により近年姿が見られなくなっ

た。 しかし、 2005 年 7 月31日チゴモズは

当地において巣立ちびな 4 羽をつれた親鳥2

羽が再発見され、 繁殖が確認された。 前回の

記録（19 84） 以来21年 振りである。

野鳥の森（サンクチュアリー）



1987年秋から2004 年秋まで 17年間（春、

秋計 33 シーズン）の標識調査の結果、 当地

において捕獲放鳥した総数は 125, 670羽で

あるが、 この内訳と優占種の主なものは 次の

とうりであった。

1.メジロ 68, 777羽（54.6%)

2.シジュウカラ(12, 466 9.9%) 

3.ウ グイ ス(12, 399 9.9%) 

4.アオジ（3, 507 2.8%) 

5.カワラ．ヒワ （2, 469 2. 0%) 

6.ヒ ヨドリ（2, 426 1.9%) 

7.メボソムシクイ （2,253 1.8%) 

8.ルリピタキ（2, 032 1.6%) 

9.センタ守イ ムシクイ ( 1, 557 1.2%) 

1 0. スズメ(1, 482 1.2%) 

上位 3種（メジロ、 ウ グイ ス、シジュウカラ）

が全体の 75%を占め、 特にメジロの放鳥数

は全国一である。 スズメ目が 77種 125, 342

羽と圧倒的に多く、 スズメ目 以外は ll 種

328 羽に過ぎなかった。 ウ グイ ス科の中のム

シクイ 類は希少 種を含め 5種記録され、 セン

ダイ ムシクイ 、 エゾムシクイ 、 メボソムシク

イ の 3種の放鳥数を合わせると全体の 3.8%

を占める。 メボソムシクイ は北海道と京都で

回収記録があり、 亜 種 コムシクイ の比率が高

いものと考えられている。

また猛禽類のツミは 1982 年当林内で繁殖

した記録があるが、 近年数度にわたり捕獲放

鳥された。（1999年秋、2002年秋、2003年春）

この林が生態系の頂点に立つタカ類の餌場と

して利用されていることがうかがわれる。 水

辺の鳥のササゴイ やカワ セミ、 アカショウビ

林内の様子
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ンなどはサンクチュアリー内の池に生息する

モリアオガ エルやアズマヒ キガ エルなどに誘

引された可能性が高い。

今までの標識調査により当地から放鳥され

県外で回収されたものは 12種、 逆に県外で

放鳥され当地にて回収されたものは 8 種を

数えた。 これによってその移動経路（渡りま

たは分散）の一端が明らかになったのは 次の

13種である。

メジロ， シジュウカラ， クロツ グミ， メボソ

ムシクイ ， ウ グイ ス， アオジ， ヤプサメ， シ

ロハラ， スズメ， ヒ ガラ， ヒ ヨドリ， モズ，

lレリピタキ

これらの移動先（回収地）は北海道、 北陸、

山陰、 九州の各地が多く、 日本海岸沿いの渡

りのルートがあるように思われる。

［渡り鳥とその保護］

国際間 で定められた渡り鳥保護条約による

と、 当地で記録された 155種のうち 123種

が対象 になっていることがわかった。 国際的

にもこれら鳥類のための環境保全が求められ

ているところである。

1.日露渡り鳥条約（対象 種28 7種中 113種）

2.日米渡り鳥条約（対象 種 19 0種中 52種）

3.日中渡り鳥条約（対象 種227種中 96種）

4 . 日豪渡り鳥条約（対象 種 76種中 12種）

方、 新潟県の指定した絶滅危慎 種に関す

るレッドデータブックによれば、 つぎのよう

な希少 種が含まれている。

ト絶滅危倶 II類（オオタカ， ミゾゴイ ， チ

ゴモズ， アカモズの 4種）

探鳥風景



渡去を前にしたキレンジャク

2 .準絶滅危倶（ウミウ， マガン， ヒシクイ ，

ツミ， ハイ タカ， ハヤブサ， コアジサシ， コ

ノハズク， オオ コノハズク， アオパズク， ヨ

タカ， サンショウクイ ， コサメビタキ， サン

コウチョウ， ノジ コ， シノリガモの1 6種）

以上、 合計20種が含まれており、 いずれ

も環境の悪化には敏感な反応を示し生存がお

びやかされるおそれのある種である。

新潟市の海岸にわずかに残されたこの松林

には調査の結果が多年にわたり、 種によって

かなりの消長があるとはいえ日 本産鳥類542

種の28.6%にあたる154種が記録されてい

る（チョウセンメジロは日 本産に含まれな

い）。 長年の聞にはかつて繁殖していたが近

年姿を見せなくなったものや、 植生の変化や

クロマツの樹高が高くなったことなどの影響

を受け減少傾向をたどっているもの（クロツ

グミ）などがある。 一方、 今まで山地でのみ

繁殖し当地では越冬だけとみられていたアオ

ジやウ グイ スが繁殖するようになった。 松林

は規模が小さく都市公園として人の往来、 犬

r
· 

林内の様子

（？ ？ ＼ γ婿J
i .. • ;,/ ｛.. ぉ＼、 ！ �/ 
シ�t:－人れ

- 5 -

松林に飛来したコムクドリ

の散歩などの干渉も多く繁殖地としては貧弱

であるが日 本海岸に沿って北上、 南下してい

く渡り鳥の中継地、 休息地として重要な役割

を果たしていると考えられ、 現在は良好な環

境を保っているといえる。

［心配されること］

新潟市によって計画されている道路建設

は、この松林の伐採（幅 3 0 m、長さ200 m余）

を前提としている。 このため鳥類を含めた生

態系全体にとって環境の激変をもたらすもの

と考えられ、 中止すべきである。 たとえば、

この松林で繁殖し日本の国鳥にも指定され一

般市民の探鳥会でも人気の高いキジは地上性

であるため、 行動圏が分断され子育てに大き

な支障が出る恐れがある。 また夜昼間 断ない

交通の騒音と排気ガ ス、 夜間 の照明などが渡

り鳥の休息地としての安寧を脅かすことにな

るのは必至と考えられる。
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本文をまとめるにあたり、 長年にわたり貴

重な記録を提供いただ、いた小松吉蔵氏はじめ
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（注）本分で言及した鳥類標識調査は法に基

づき、 関係行政機関に届け出、 許可を得て実

施していることを申し添える



新潟市関屋海岸及び保安林の鳥類

科 種 名 標識記録 繁殖の可能性 季節移動性 備考
アビ科 オオハム w 
カイツブリ科 ハジロカイツプリ w 
ウ科 カワウ R/SW 

ウミウ R/SW 新潟県準絶滅危慎種

サギ科 ミゾゴイ ＊ s 新潟県絶滅危倶II種
ゴイサギ R 
ササゴイ ＊ s 
アマサギ s 
ダイサギ SW 
コサギ R 
アオサギ R 

カモ科 マガン w 新潟県準絶滅危4倶種
ヒシクイ w 新潟県ー準絶滅危慎種

オオハクチョウ w 
コハクチョウ w 
マガモ w 
カルガモ ＊ R 
シノリガモ w 新潟県準絶滅危慎種

タカ科 ミサゴ R 
トビ ＊ R 
オオタカ R 新潟県絶滅危慎H種

ツミ 本 ＊ R/SW 新潟県絶滅危慎種

ハイタカ R/SW 新潟県準絶滅危慎種

ノスリ SW 
ハヤブサ科 ハヤブサ R 新潟県準絶滅危倶種

チョウゲンボウ R 
キジ科 キジ ＊ R 
クイナ科 クイナ 牢 s 
チドリ科 コチドリ s 

シロチドリ ＊ R 
シギ科 ハマシギ LW 

ミユビシギ LW 
キアシシギ LW 
イソシギ SW 
ヤマシギ 本 R 
チュウジシギ ＊ LW 

ヒレアシシギ科 アカエリヒレアシシギ LW 
カモメ科 ユリカモメ w 

セグロカモメ w 
オオセグロカモメ w 
カモメ w 
ウミネ コ R 
アジサシ LW 
コアジサシ ＊ s 新潟県準絶滅危倶種

ウミスズメ科 ウミスズ、メ w 
ハト科 キジバト 本 牢 R 

アオバ卜 R/SW 
カッ コウ科 ジュウイチ s 

カッ コウ s 
ツツドリ s 
ホトトギス s 

フクロウ科 トラフズク R 
コミミズク w 

円hU



フクロウ科 コ ノ ハズク ＊ SW 新潟県準絶滅危倶種

オオハ コノハズク 本 R/SW 新潟県準絶滅危倶種

アオパズク 牢 s 新潟県準絶滅危倶種

フクロウ R 
ヨタカ科 ヨタカ s 新潟県準絶滅危倶種

アマツバメ科 ハリオアマツバメ s 
アマツノTメ s 

カワセミ科 アカショウビン 牢 s 
カワセミ 牢 R/SW 

キツツキ手斗 アリスイ ＊ LW/W 
アオゲFラ ＊ R 
アカゲラ ＊ R 
コゲラ 牢 本 R 

ヒノfリ科 ヒノfリ 牢 SW 
ツバメ干ヰ ショウドウツノTメ s 

ツノfメ 牢 s 
イワツバメ 牢 s 

セキレイ科 キセキレイ SW 
ハクセキレ 本 ＊ R 
セグロセキレイ R 
ビンズ、イ 牢 SW 
タヒノfリ w 

サンショウクイ科 サンショウクイ R 新潟県準絶滅危4倶種

ヒヨドリ科 ヒヨドリ ＊ ＊ R 
モズ科 チゴモズ ＊ ＊ s 新潟県絶滅危倶 II種

モス ＊ ＊ R 
アカモズ 本 s 新潟県絶滅危倶H種

レンジャク科 キレンジャク 牢 w 
ヒレンジャク w 

ミソサザイ科 ミソサザイ ＊ SW 
イワヒノfリ科 カヤクグリ 牢 SW 
ツグミ科 コマドリ 牢 s 

シマコマ ＊ LW 
ノゴマ 牢 s 
コルリ ＊ s 
ルリビタキ ＊ SW 
ジョウビタキ ＊ w 
ノビタキ s 
イソヒヨドリ 本 R 
トラツグミ ＊ SW 

マミジロ ＊ s 
カラアカハフ ＊ LW 
クロツグミ 牢 ＊ s 
アカハラ ＊ ＊ s 
シロノ、ラ ＊ w 
マミチヤジナイ ＊ LW 
ツグミ ＊ w 

ウグイス科 ヤプサメ ＊ s 
ウグイス 本 ＊ R 
エゾセンニュウ ＊ s 
シマセンニュウ 牢 s 
コヨシキリ ＊ 本 s 
オオヨシキリ 牢 s 
カラフトム ジセッカ ＊ LW 
キマユム シクイ 本 LW 
カラフ トム シクイ ＊ LW 
メボソムシクイ ＊ s 
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ウグイス科 エゾム シクイ ＊ s 
センダイム シクイ ＊ s 
キクイタ ダキ ＊ SW 

ヒタキ科 キビタキ ＊ s 
ム ギマキ ＊ LW 
オジロビタキ 牢 LW 
オオルリ ＊ s 
サメビタキ ＊ s 
エゾビタキ ＊ LW 
コサメビタキ ＊ s 新潟県準絶滅危倶種

カササキヒタキ手ヰ サンコウチョウ ＊ s 新潟県準絶滅危倶種
エナガ科 エナガ ＊ R 
シジュウカラ科 コガラ R 

ヒガラ ＊ SW 
ヤマガラ ＊ R 
シジュウカラ ＊ ＊ R 

メジロ科 メジロ ＊ ＊ R 
チョウセンメジロ ＊ LW 

ホオジロ科 ホオジロ ＊ R 
シロハラホオジロ ＊ LW 
カシラタ。カ ＊ w 
ミヤマホオジロ ＊ w 
ノジコ ＊ s 新潟県準絶滅危慎種
アオジ ＊ ＊ R 
クロジ ＊ SW 

ア トリ科 ア トリ 牢 w 
カワラヒワ ＊ ＊ SW 
マヒワ 本 w 
ペニヒワ ＊ w 
オオマシコ 牢 w 
イスカ ＊ w 
ベニマシコ ＊ SW 
ウソ 牢 SW 
イカル ＊ R/SW 
シメ ＊ w 

ハタオリドリ科 スズメ ＊ 牢 R 
ム クドリ科 コム クドリ ＊ 牢 s 

ム クドリ ＊ ＊ s 
コウライウグイス科 コウライウグイス LW 
カラス科 カケス ＊ R 

オナガ 牢 ＊ R 
コクマlレ方「ラス w 
ミヤマガラス w 
ハシボソガラス ＊ ＊ R 
ハシブトガラス 本 R 

R：留鳥 S：反烏 W：冬鳥 SW：潔鳥 LW：旅烏

。。



巣立つた子ツバメはどこへ？
～街並 みで生活するツバ メ を 追 って～

もうすぐ春、 ツバメが渡ってきます。

巣造りして卵を産む。 それを母さんツバメ

が2 週間 抱いて温めると、 赤ちゃんツバメ誕

生。 父さん母さんいっしょにエサ運び。 赤ち

ゃんも アッという間 に大きくなり、 およそ

3 週間 で巣立つ。 毎年たくさんの子ツバメた

ちは、 どこへ行くのか？ふるさとを忘れずに

戻って来るのか？私はこの謎を解くために、

当時の環境庁からツバメを捕獲して調査をす

る許可を得て、 六日町調査地区内から巣立つ

た子ツバメがどこにもどってきたかを調査し

た。 ＜図－ 1 > 
19 77 から 1991年まで、 六日町の調査地

区内のツバメの巣で、 合計 6 ,9 08 羽の巣立

ち前のヒ ナ鳥（ふ化日から 10日目）の脚に

標識（No付脚環）を付けて、 自然状態で巣立

たせた。

その結果、 調査地区内に戻ってきた標識

南魚沼市 木下 弘
ツバメは、 ♂ 183羽 ♀4 4 羽。 調査地区外

で 発見された標識ツバメは、 ♂ l羽 ♀7羽

だ、った。

調査期間 中街並みの大きな変化もなく、 ツ

バメの生息状況も安定していた田中町のツバ

メの生活について、 標識調査でわかったツバ

メの生態について紹介する。

田中町l～8 の建物で繁殖した六日町の調

査地区内で標識した子ツバメ 17羽の出身地

を見ると、 6羽が田中町産まれ。〔表－ 1 〕

数年海で生育したサケが生まれ故郷の河川

を遡上して産卵するのと同様に、 田中町から

巣立ったツバメの子も同じように、 自分が産

まれて巣立つた田中町に戻ってきているとい

う事実を確認できた。 十三歳のオ スツバメ坂

戸仁と巡り合ったのも、 偶然なことかも知れ

ないが、 地味な標識付け作業を継続して行っ

てきたご褒美だと思っている。

〔表一l〕六日町調査地内から巣立ち田中町に戻ってきたl 7羽の生い立ち一覧表

生い立ち宮廷 姓町名｜ 町 名 ｜ 箱詰常務手 I c�rJ1) I 主義 ｜ 品
ー－�－！手竺＿!::_ - -－ーーーーーーL � ？ーJ烹＿！！＿＿ーーーーJ�坦空宇手干オ芽生ーーーーーーーーーーーL土���！－ � -－ーーー｜ーーー一？一ー一｜一一空

2 坂戸 進 I IO坂 戸 l魚野川ホテル別棟壁 I so; s;22 I s I ♂ 
3 田 中花子 I 2田 中町 l豊田 信 一宅梁側面 I 81/ 5/23 I 4 I ♀ 
4 上二 健 I 6上町二 l永井貢宅雁木梁 I 82/ 5/ 16 I s I ♂ 
5 田 中太郎 I 2回中町 l昭栄建設宅店前柱 I s2; 7/ 3 I 4 I ♂ 
6 田 中次郎 I 2問中町 l 長 君平宅軒下壁 I 83/ 5/16 I s I ♂ 

ーーー司ーーーーーーーーーーー ・ー－ー一一ー・ーーーーーー－－守一ーーー一一ーー・ー－ー－ーーー一一一一ー一一一一一一一一一ー－ーー－ーーー・ーーーーーーーーーーーーーー ・ーーーーーーーーーー ・ーーーーーーー

7 田 中三郎 I 2田 中町 l丸裳店舗宅蛍光灯傘 I 83/ sハ9 I s I ♂ 
8 田 中四郎 I 2問 中町 l野口正己宅車庫内側 I 83/ 5/20 I 6 I ♂ 
9 何回 JI: 目l 8西泉田 l山口道夫納屋梁側面 I s3; 6/ 15 I s I ♂ 
10上一文子 I 7上町一 l佐藤昭雄宅前巣台 I 84/ 6/ 4 I s I ♀ 
I I田 中正子 I 2田 中町 l大平畳店車庫梁側面 I 85/ 5/28 I 6 I ♀ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ． ーーー一一一ーーーーーーーーーーー ． ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー · · －ーーーーー一一一一一ーー． ーーーーーーーーーー ．ーーーーーーー

12上二 優 I 6上回Jニ I大谷欣一宅車庫側面 I 85/ 5/29 I 5 I ♂ 
13 iJljlll 誠 I 8西泉田 l山崎祥一納屋梁側面 I 85/ 6/ 3 I 5 I ♂ 
14 坂戸 勝 I 10坂 戸 l松井正敏宅車庫梁様 I 85/ 7 I I 7 I 3 I ♂ 
15上二 寛 I 6上町二 l今成喜一郎ビル袈側 I 86/ 6;10 I I 
16上ー 勉 I 6上町一 l読売販売所前車庫梁 I 88/ 7/15 I 4 I ♂ 
17八幡太郎 I l八 幡 l新潟日報車庫柱側面 I 89/ 5/31 I 6 I ♂ 
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相i

図－1 六日町の調査地区と巣立つた巣の位置 。

500 lOOOm 
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〔表－2〕六日町調査地内から巣立ち、 田中町I～8の建物で繁殖（ 1回目繁殖①）したツバメ
の繁殖場所一覧

8 0♂ 
平

8 I♂ 
♀ 

8 2♂ 
♀ 

8 3♂ 
♀ 

8 4♂ 
♀ 

8 5♂ 
♀ 

田
平

中町 I 
大 口店①

R 09294 

R 09403 
ー ・ ・ ・ ー ・ ・
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思中��Jl.J.?.l.

旦�位E民Ill_
R 04348 

豊問
田

中
信
町

一①2 
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R 04131 
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坂戸‘仁［5J
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田
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中
原田J宅①3 

坂三巡回
N 04130 

ー ・ 4・ ・ 4・ ， . . .・ 4・ 4・

R 04976 
上ー健」�l
N育201

伊田藤中工町事4① 

N桃175

N 04223 

問中花子 12i
坂戸仁！？.）
R 04944 

. . ・ ・ ・

昭田栄中建 町設5① 

坂戸仁.l.?.1
R脊171

N 04381 
ー . . . . . . .‘

新田国中家町具6① 

ー ー ・.. － ・ . 

R 09496 
R 04704 

． ． ． ． ． ． ． ．  

R 09496 

． ー － 旦町二f.!ll�
N育226

金問井中監町治7① 

・ ．

－ ー ・ ． ， ，  ， 

. . . . . 

． ． 骨 骨 骨

東田北中電町力8① 
・ ・ ー ・ ・ ・

. . . . . . . .  

” ー ・ . ・ ・

N 04791 
田中次郎［，！,I

N 09539 
r＇�lll jじ 12_1
N背253

8 6♂ 田中同郎J.31 州111,\/iX川
ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・ ・ ・ ． ． ． 

上三里担LL
. . . . . . . . . .  . . . . . . ・ ・ ．． ． ・ － ． ．．．．． ．．．． ．

♀ 
8 7♂ 

♀ 
8 8♂ 

♀ 
8 9♂ 

平

9 0♂ 

R育228
居士恩�1.�li!

N 6458 
N 14068 
R 6458 

ー ・ ・ . . ・ ・ ・ ・

R 6458 

N背262
・ ・ ー ・ ー －・ ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・

・ ・ ー ー ー ー ・ ー ・ ・ ・ ・ ．． ， ．． ． ．・ . . . .

R 6038 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ．

R 6038 

板戸仁［II] 

N育260

R334B 

N 14048 

N 20968 

N背290
坂！万二 l.�l

． 

4・・ ・ 4・ ・ . . ・ 4・ ・ 4・ ・ 4・ 4・ ・

就I時門灯上
阿部繁雄宅
坂戸勝l�！

坂戸仁i11] 

上一文子 ［2[
坂ド 勝 ［2]

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4ト

田 中正予［I]
ー一壁旦墜 J�L

R 3348 
坂戸勝l�J.
R 6038 

坂戸勝 事故死

唱正；.!tl!l
N 3798 
N 14938 

－ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  

一一一 ー ー ， H向ト.. . ......：ー酔・－�－－＇』�N-'9- . . ・ . － ー， . .‘ · ＇ 軍M•-00-0-<i 『m ・・‘ ． 』 唱

←れ
車
に
90／·

発
に

4
際
見
/Iか2 

♀ R 14048 N 24768 R 14048 
9 I♂ 上一勉 ［3] 坂戸｛て［121

e ・ ， ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ・ ． ． ． ， ， ・ ・ 4・ . ・ 4・ 4・ ・ ・ ・ . . . . .・ ・・ 4・ ・

♀ N 28878 N 29768 
9 2♂ 上一勉J.1.1 N 32808 

. . . . . . .”’ ＇ ＇ ＇ ＇  

♀ R 28878 R 30378 N 32798 

。毎年ツバメが来る建物は、 〔ツバメのお宿〕

田中町で、 ツバメがよく来た建物を選び、

その12年聞に繁殖したツバメたちの番関係

を示した。〔表－ 2〕

六日町 調査地区内で産まれ育ったツバメ

17羽は、 巣立った町名の色でどこ出身のツ

バメか、 一見して分かる。 もどってきた標識

付ツバメを探す際、 標識無しツバメには、 新

たにNo.付脚環を付ける。（N －符号付ツバメ）

N － ツバメが、 再ひ、見つかった場合は、 N

→R （再捕獲） したことを記録。（R －符号

付ツバメ）。 田中町1・2・3・4の建物では、

調査期間中毎年欠かさず早期にツバメが渡来

して繁殖を行い、 最初のヒナ巣立ち後、 2回

目の繁殖を行った。

しかし、 田中町6の建物では、 若ツバメや

N －符号ツバメが遅れて繁殖し、 2回目繁殖

はしなかった。

坂己ιJ !.?.! 
． ． ． 。 ． ． ． ． ．． ． ． ． －－ － － － －

司（歩電
る

戸
線
姿

仁

確
ど

認止
［13
ま}
! 

・ . . . . . . .

N 27788 
八幡太郎121
N 29778 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・

ー ー ・ 骨 骨 骨 ． ． 

. . . ー ． ．

前者のように、 毎年ツバメが繁殖する建

物を〔ツバメのお宿〕という。 後者の建物で

繁殖を行った若ツバメが、〔ツバメのお宿〕に、

欠員ができると、その補充するかのように〔ツ

バメのお宿〕 に転居して繁殖を行う。

坂戸仁と名が付けた13歳♂ツバメ
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2005年11月23日、 上越市大潟区公民館で研究発表会が行われ

ました。 上記写真は発表者の中の1人で糸魚川市の鷲沢澄雄氏のス

ライドによる『ワシタカ類の体のっくりー骨格標本Jの一場面。

（写真は上越地区探鳥の会会報No.1より）
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